
『
女
性
学
』

「
装
い
」

の
考
察

に
お
け
る

←→ 

『
女
性
学
』
は
ま
だ
二

O
年
余
の
竪
史
を
も
つ
に
過
ぎ
な
い
学
問
分
野
で
あ
る
。

そ
の
成
立
過
程
に
は
七

C
年
代
以
隆
の
世
界
の
動
向
に
拠
る
所
が
大
で
あ
る
こ
と

を
挙
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。

一
九
七
二
年
の
第
二
七
回
国
連
総
会
に
お
い
て
一
九
七
五
年
を
国
際
婦
人
年
と

す
る
こ
と
が
決
議
さ
れ
、
①
男
女
平
等
の
促
進
、
②
経
済
・
社
会
・
文
化
の
発
展

へ
の
女
性
参
加
の
確
保
、
③
国
際
友
好
と
世
界
平
和
に
対
す
る
女
性
の
貢
献
の
重

要
性
の
認
識
の
三
ケ
条
を
目
的
と
し
て
「
国
際
婦
人
年
世
界
会
議
ス
於
メ
キ
シ
コ
、

一
三
三
ヶ
国
参
加
)
が
開
権
さ
れ
た
。
次
い
弔
二
九
七
五
年
第
三

O
回
国
連
総
会

で
の
一
九
七
六

1
一
九
八
五
年
を
「
国
連
婦
人
の
一

O
年
」
宣
言
、
一
九
八

O
年

「
国
連
婦
人
の
一

O
年
中
間
期
世
界
会
議
」
(
於
コ
ベ
ン
ハ

l
ゲ
ン
)
が
関
擢
さ

れ
、
我
国
政
時
代
表
も
婦
人
差
別
撤
露
条
約
に
署
名
し
た
。
さ
ら
に
一
九
八
五
年

の
最
終
年
の
大
会
で
は
、
「
婦
人
の
地
位
向
上
の
た
め
の
ナ
イ
ロ
ビ
将
来
戦
略
一
が

採
択
さ
れ
た
。
日
本
で
も
法
律
や
制
度
の
整
備
が
行
わ
れ
、
父
系
優
先
の
国
籍
法

の
改
正
(
一
九
八
四
)
、
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
の
施
行
(
一
九
八
六
)
な
ど
を
み
た
。

蔵

重

和

子

以
上
の
よ
う
な
世
界
的
レ
ベ
ル
で
の
着
実
な
女
性
の
地
位
向
上
の
進
展
に
と
も

な
い
、
『
女
性
学
』
は
女
性
を
主
体
と
し
た
視
点
か
ら
の
女
性
問
題
、
中
で
も
フ
ヱ

ミ
ニ
ズ
ム
と
そ
の
運
動
を
中
心
に
「
性
差
別
の
解
消
」
を
基
本
理
念
と
し
た
新
し

い
文
化
と
生
活
態
度
等
の
領
域
を
研
究
分
野
と
す
る
学
問
と
し
て
成
立
し
た
と
言

え
よ
う
。
そ
の
研
究
対
象
と
し
て
最
近
で
は
「
女
性
と
性
差
別
」
「
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム

と
表
現
の
白
出
」
等
を
主
要
テ
!
マ
に
揚
げ
、
研
究
者
も
広
範
囲
に
一
日
一
り
社
会
学

-
外
国
語
・
文
学
・
教
育
学
・
家
政
学
さ
ら
に
在
野
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
や
官
公
庁

に
所
属
す
る
人
た
ち
ゃ
主
婦
と
い
っ
た
広
が
り
を
も
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
『
女
性
学
』
の
観
点
か
ら
「
装
い
」
に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
を
日
的

と
す
る
。
す
な
わ
ち
洋
装
が
採
用
さ
れ
た
近
代
以
降
に
視
点
を
置
き
、
明
治
か
ら

現
在
に
至
る
女
性
の
生
活
意
識
と
一
装
い
」
と
わ
関
連
に
つ
い
て
政
治
・
経
済
・

社
会
と
い
う
思
想
的
側
面
か
ら
如
何
に
倍
程
づ
け
ら
れ
て
き
た
か
を
時
代
の
現
象

の
中
に
把
握
す
る
も
の
で
あ
る
。

仁二)

最
初
に

そ
の
背
景
と
な
る
近
代
以
降
の
西
欧
に
お
け
る
服
装
の
思
想
的
側
面
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に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。

現
代
服
飾
の
成
立
期
を
一
九
世
紀
後
半
の
第
一
J
骨
政
崩
壊
後
の
一
八
七
一
年
か

ら
第
一
次
大
戦
後
の
一
九
-
一

O
年
迄
と
み
る
。

フ
ラ
ン
ス
に
共
和
制
国
家
が
成
立
し
て
そ
れ
迄
に
も
増
し
て
国
内
の
産
業
や
仁

業
の
発
展
、
技
術
の
革
新
が
進
み
、
対
外
的
に
も
植
民
地
政
策
や
他
の
ヨ

i
ロ
ッ

パ
諸
国
、
中
で
も
既
に
白
由
主
義
国
と
し
て
の
繁
栄
を
誇
っ
て
い
た
イ
タ
ワ
ア
、

急
激
に
強
国
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
ド
イ
ツ
、

そ
し
て
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
↓
七
に
よ
る

積
極
的
な
植
民
地
政
策
な
ど
で
海
外
に
勢
力
を
拡
げ
国
内
で
も
産
業
及
び
工
業
技

街
な
ど
の
発
展
に
よ
り
就
に
大
国
を
成
し
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
芋
と
の
交
易
に
よ
り

ま
た
新
大
陸
ア
メ
リ
カ
の
進
出
に
よ
り
世
界
は
ま
さ
に

帝
国
主
義
時
代
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
た
。
機
械
工
業
と
技
術
の
進
歩
さ
ら
に
繊

国
h
M
を
増
し
て
い
っ
た
。

維
織
物
業
な
ど
の
発
展
に
よ
り
、
低
賃
金
に
よ
る
工
場
労
働
者
を
巨
大
な
機
械
の

禽
車
の
一

つ
と
し
て
工
場
龍
機
械
工
業
は
強
大
な
資
本
主
義
社
会
を
形
成
し
て

い
っ
た
。
一
九
世
紀
最
後
の
一

0
年
間
に
既
製
脹
が
普
及
し
始
め
る
が
、
そ
れ
は
機
械
ミ

シ
ン
の
技
用
と
新
し
い
識
維
の
開
発
が
女
性
の
鞍
場
進
出
と
和
侯
っ
て
機
能
的
で

活
動
的
な
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
・
ス
ー
ツ
を
霊
場
さ
せ
た
。

そ
れ
は
画
一
的
で
シ
ン
プ
ル

な
細
身
の
衣
撮
で
、

そ
れ
ま
で
の
過
剰
装
飾
と
横
に
諺
ら
ん
だ
ス
カ

i
ト
の
広
が

り
で
女
性
と
し
て
の
性
差
を
強
調
し
て
い
た
も
の
と
は
あ
ま
り
に
対
照
的
な
シ
ル

エ
ッ
ト
の
も
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
女
権
運
動
を
通
し
て
着
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
パ
ン
タ
ロ
ン

(
「
ト

宮
己
主

C
5・
病
室
三
と
え
お
)

は
一
九
世
紀
初
期
に
は
既
に
イ
ギ
リ
ス
で
流
行
し

つ
つ
あ
っ
た
下
着
と
し
て
ス
カ
ー
ト
の
裾
か
ら
の
ぞ
く
丈
の
長
い
ド
ロ
ワ

l
ズ

で

一
八
四
八
年
の
一
一
月
革
命
後
フ
ラ
ン
ス
の
社
会
主
義
者
サ
ン
・
シ
モ
ン

(去一三
i

∞502
コ
te--∞
∞
日
)
の
出
心
怨
を
受
け
継
ぐ
人
々
に
よ
っ
て
男
性
と
日

様
女
性
も
上
着
(
ズ
ボ
ン
)
と
し
て
着
用
し
よ
う
と
す
る
運
動
が
展
開
さ
れ
た

が
、
そ
の
頃
ア
メ
リ
カ
で
も
や
は
り
女
権
尊
重
品
の
立
場
か
ア
メ
リ
ア
・
ブ
ル

l

ー二Z

(〉

E
Z
3
]

∞一S
Eミ
‘
}
∞
-
∞
i
}
∞
三
)
の
考
案
に
よ
る
屈
を
ゴ
ム
で
窄
め

た
ズ
ボ
ン
が
登
場
し
、
職
場
の
ユ
ニ
フ
ォ

i
ム
と
し
て
着
用
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ

た
が
後
に
女
子
の
ス
ポ

i
ツ
用
パ
ン
ツ
と
し
て
一
ブ
ル

i
マ

i
」
の
名
称
で
現
在

ま
で
存
続
し
て
い
る
。
ズ
ボ
ン
が
女
性
の
衣
服
と
し
て
の
市
民
権
を
獲
得
す
る
の

は
第
e

一
次
大
戦
後
の
こ
と
で
あ
る
。

第
一
次
大
戦
後
急
速
に
出
力
を
増
し
た
ア
メ
リ
カ
は
抜
競
界
で
も
フ
ラ
ン
ス
に

詰
抗
し
て
大
き
な
発
展
を
遂
げ
、
機
械
工
業
や
産
業
、
技
術
そ
し
て
経
済
の
発
展

の
中
で
多
く
の
女
性
が
識
場
に
進
出
し
早
く
か
ら
男
性
と
同
等
に
参
政
権
を
獲
得

し
て
政
治
・
経
済
界
で
も
活
躍
す
る
女
性
が
現
わ
れ
た
。
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こ
れ
ら
が
背
景
と
な
っ

て
さ
ら
に
一
九
三
九
年
の
デ
ュ
ポ
ン
社
の
ナ
イ
ロ
ン
開
発
と
い
う
衣
寂
材
料
の
一

大
革
命
も
加
わ
り

こ
れ
ら
の
軽
く
て
機
能
的
な
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
・
ス

i
ツ
な
ど
の

大
量
生
産
に
拍
車
が
か
斗
り
ア
メ
リ
カ
は
正
に
そ
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
と
っ
た
の

そ
れ
は
あ
ら
ゆ
る
階
層
・
職
業
・
年
令
の
女
性
に
よ
っ
て
着
則
さ
れ
、

こ
れ
が
諜
装
に
お
け
る
階
級
学
一
疋
の
消
滅
へ
の
契
機
と
な
り
山
服
装
の
民
主
化
・
大
衆

化
へ
と
進
ん
で
い
っ
た
。
こ
れ
が
一
九
件
紀
末
か
ら
一

C
世
紀
前
半
の
市
民
社
会

男
女
の
好
品
で
あ
り
余
剰
の
装
飾
を
誹
議
し
た
シ
ン
プ
ル
な
衣
振
の
形
態
は
性
差

の
表
現
と
し
て
短
く
な
っ
た
ス
カ
ー
ト
丈
や
ス
カ
ー
フ
・
紹
子
・
靴
記
ど
の
時
麗

で
あ
る
。

品
に
移
行
し
た
と
い
え
る
。

こ
れ
ら
の
報
装
は
す
べ
の
人
々
に
と
っ
て
若
用
が
日

出
で
あ
り
大
衆
社
会
に
於
い
て
は
白
山
こ
そ
又
規
制
で
あ
る
と
〉
?
え
よ
う
。
そ
し

て
さ
ら
に
言
う
な
ら
ば
現
代
社
会
に
お
い
て
は
白
白
に
も
ん
;
ル
、
が
あ
り
、

の

来
服
選
択
の
告
由
こ
そ
が
撮
飾
界
の
流
行
成
な
の
カ
ギ
と
な
る
の
で
あ
る
。



(司

我
国
明
治
以
降
の
洋
服
の
導
入
は
既
に
幕
末
に
始
ま
り
、
オ
ラ
ン
ダ
人
に
よ
っ

て
当
時
交
易
の
あ
っ
た
長
崎
や
横
浜
な
ど
で
「
西
洋
文
化
」
と
い
う
か
た
ち
で
日

常
生
活
の
中
に
徐
々
に
で
は
あ
る
が
採
り
入
れ
ら
れ
て
い
っ
た
。
一
八
五
三
年

(
嘉
永
六
)
ア
メ
リ
カ
の
東
イ
ン
ド
艦
隊
司
令
長
官
ペ
リ

l
の
浦
賀
来
航
よ
り
一

八
六
八
年
(
明
治
一
五
〉
江
戸
が
東
京
と
改
称
さ
れ
、
こ
れ
よ
り
文
明
開
化
の
幕
あ

け
と
な
っ
た
。
一
八
六
九
(
明
治
二
)
版
籍
奉
還
、
公
卿
諸
侯
は
華
族
、
家
臣
は

士
族
と
い
う
戸
籍
上
の
身
分
が
制
定
。
一
八
七
一
年
〈
明
治
四
)
廃
藩
置
県
。
一

八
七
三
年
(
明
治
六
)
イ
タ
リ
ア
の
首
都
ロ

i
マ
に
日
本
公
使
館
設
置
。
明
治
一

三
年
鍋
島
直
大
(
日
本
全
権
公
使
)
を
、
つ
い
で
翌
一
四
年
フ
ラ
ン
ス
公
使
と
し

て
蜂
須
賀
茂
韻
侯
爵
を
派
遣
す
る
。

永
井
荷
風
が
「
洋
服
論
」
に
、

日
本
人
そ
も
/
¥
洋
服
の
着
始
め
は
旧
幕
府
仏
蘭
西
式
歩
兵
の
制
服
に
や
あ

ら
ん
。
其
頃
膝
取
マ
ン
テ
ル
な
ぞ
と
呼
び
た
る
由
な
り
。
維
新
の
後
岩
倉
公

西
洋
諸
国
を
漫
遊
し
文
武
官
の
礼
服
を
定
め
ら
れ
、
上
等
の
役
人
は
文
官
も

洋
服
を
着
て
馬
に
乗
る
こ
と
と
な
り
ぬ
。
日
本
に
て
洋
服
は
役
人
と
軍
人
と

の
表
向
き
に
着
用
す
る
も
の
た
る
事
今
に
於
て
猶
然
り
。

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
軍
服
の
採
用
が
最
初
で
あ
っ
た
。

『
続
徳
川
実
紀
』
文
久
一
五
年
七
月
朔
日
の
条
に
、

異
風
之
筒
袖
、
異
様
之
冠
物
着
用
不
相
成
趣
、
兼
而
相
触
置
候
処
、
近
頃

密
々
着
用
致
候
族
も
有
之
哉
之
由
、
如
何
之
事
に
候
。
以
後
心
得
違
無
之
様

可
致
候
。
尤
御
軍
艦
其
外
大
船
乗
組
之
者
、
且
武
芸
修
行
之
者
筒
袖
に
無
之

候
而
差
支
候
分
、
船
中
又
は
稽
古
場
限
り
外
国
人
之
服
に
紛
敷
無
之
様
仕
立

相
用
候
儀
は
不
若
候
。
且
又
皮
履
之
儀
も
御
軍
艦
方
船
中
を
限
相
用
候
儀
は

不
苦
候
。

と
あ
り
、
慶
応
二
年
五
月
九
日
の
条
に
、

胴
服
陣
羽
織
等
洋
製
に
不
紛
様
急
度
心
附
、
筒
袖
陣
股
引
も
稽
古
之
外
平
常

着
用
不
致

と
、
外
国
人
の
服
で
あ
る
筒
袖
の
採
用
も
軍
服
と
し
て
は
や
む
を
得
な
い
と
記

し
て
い
る
。
こ
の
筒
袖
は
中
央
ア
ジ
ア
遊
牧
民
族
の
間
で
着
用
さ
れ
て
い
た
胡
服

に
類
す
る
も
の
で
、
我
国
古
墳
時
代
男
女
の
埴
輪
に
見
ら
れ
る
二
部
式
窄
衣
で
あ

き

ぬ

ば

か

ま

き

ぬ

も

る
衣
樟
・
衣
裳
の
衣
(
う
わ
ぎ
)
が
こ
れ
で
、
何
も
江
戸
時
代
に
外
国
か
ら
初
め

て
取
り
入
れ
ら
れ
た
洋
服
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
平
安
朝
以
来
の
永
い

聞
の
和
様
の
生
活
か
ら
西
洋
文
明
摂
取
の
中
で
そ
の
機
能
と
実
用
性
を
再
認
識
さ

れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
太
政
官
政
府
は
明
治
二
年
陸
軍
は
フ
ラ
ン
ス
(
後
に
ド
イ
ツ

式
)
海
軍
は
イ
ギ
リ
ス
各
々
の
国
の
型
を
参
考
に
軍
服
が
制
定
さ
れ
た
。
明
治
四

年
新
政
府
は
岩
倉
具
視
を
全
権
大
使
に
以
下
回

O
名
余
の
政
府
要
人
を
遣
欧
米
使

節
と
し
て
派
遣
し
た
が
、
そ
の
時
の
背
広
、
白
シ
ャ
ツ
、
ネ
ク
タ
イ
、
フ
ロ
ッ
ク

コ
l
ト
が
軍
服
以
外
の
男
子
礼
装
の
契
機
と
な
っ
た
。
明
治
五
年
公
服
の
制
定
、

明
治
四
年
警
察
官
、
郵
便
配
達
員
、
五
年
鉄
道
員
、
八
年
裁
判
官
、
二
六
年
弁
護

土
の
制
服
が
定
め
ら
れ
次
第
に
銀
行
員
や
民
間
の
会
社
員
も
洋
服
が
着
用
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
女
子
は
そ
れ
よ
り
一

O
年
程
の
ち
に
女
教
師
、
看
護
婦
が
洋
服

と
な
り
、
電
話
交
換
手
は
改
良
袴
を
、
女
工
は
改
良
服
を
労
働
着
と
し
た
他
は
日

常
生
活
は
す
べ
て
和
装
で
あ
っ
た
。
明
治
中
期
以
降
男
子
の
仕
事
着
は
殆
ど
洋
服

と
な
り
、
女
子
の
場
合
は
大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
期
よ
り
普
及
す
る
よ
う
に
な
っ

た
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ま
た
上
層
階
級
で
は
一
八
八
三
年
(
明
治
一
六
)

一
月
鹿
鳴
館
が
開
設
さ
れ

翌
一
七
年
華
族
令
が
制
定
さ
れ
公
・
侯
・
伯
・
子
・
男
爵
の
五
階
級
が
施
行
さ
れ

る
。
一
七
年
自
主
主
・

2
族
妃
が
、
一
九
年
に
は
女
官
が
洋
服
を
着
用
す
る
。
礼
服

・
公
職
と
し
て
マ
ン
ト
・
ド
・
ク
ー
ル

(
ζ
g
z
z
号

2
ミ
)
(
大
礼
賑
〉
、
ロ

I

ブ
・
デ
コ
ル
テ
(
男
。

Z
去
の
O

一
一
乏
か
の
)
(
中
礼
競
)
、

ロ
i
ブ
・
モ
ン
タ
ン
ト
(
完

o
Z
5
3
5コ
立
)
(
夜
会
寂
・
饗
宴
報
)
が
上
層
階
級
の
女
性
た
ち
に
よ
っ
て
外

国
の
賓
客
や
駐
日
外
交
官
を
交
え
た
社
交
の
場
で
着
用
さ
れ
た
。
ま
た
毎
年
浜
離

宮
・
赤
坂
離
宮
・
芝
離
宮
の
い
ず
れ
か
で
催
さ
れ
る
観
桜
会
や
観
菊
会
で
は
上
流

階
級
の
女
性
た
ち
は
洋
装
が
多
く
、
中
で
も
外
国
仕
込
み
の
鍋
島
、
戸
田
両
侯
爵

夫
人
の
洋
装
は
注
目
さ
れ
毎
年
愉
し
み
に
し
て
い
た
、
と
穂
積
歌
子
が
記
し
て
い

る。
こ
の
需
の
社
会
状
況
は
一
八
七
二
年
(
明
治
五
)

五
月
品
川
横
浜
開
鉄
道
開

一
八
八

4

一
年
(
明
治
一
五
)
東
京
馬
車
鉄
道
開
通
(
浅
草
・
上
野
・
日
本

通、議
)
、
同
年
け
は
本
銀
行
設
立
、

明
治
一
一

J
0年
代
よ
り
電
燈
・
電
話
・
水
道
・
市
電
・
自
転
車
・
ミ
シ

一
八
八
九
年
(
明
治
.
二
一
)
東
海
道
線
(
新
橋
神

戸
)
開
通
、

ン
・
オ
ル
ガ
ン
・
活
動
写
真
・
西
洋
菓
子
・
缶
詰
・
オ
レ
ン
ジ
な
ど
生
活
面
か
ら

西
洋
文
化
が
吸
収
さ
れ
、

へ
、
ト
町
か
ら
山
の
手
へ
と
移
行
し
て
い
っ
た
。
こ
の
頃
、
横
浜
の
外
国
入
居
留

地
も
(
明
治
三
二
)
麗
止
さ
れ
以
後
内
地
雑
居
と
し
て
一
般
の
日
本
人
と
同
じ
生

「
ハ
イ
カ
ラ
」
と
い
う
言
葉
が
流
行
し
江
戸
か
ら
東
京

活
の
場
で
暮
ら
す
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
西
洋
化
へ
の
速
度
を
早
め
る
結
果
に

な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
埠
裕
の
上
で
も
こ
れ
迄
の
「
往
来
を
裸
や
課
足
で
歩

く
こ
と
が
禁
ぜ
ら
れ
、

土
方
や
車
屋
の
入
れ
ず
み
の
背
中
や
ふ
と
も
も
丸
出
し
の

シ
ャ
ツ
、
設
引
を
つ
け
た
新
時
代
の
労
働
者
姿
に
な
っ
た
。
一

当
時
の
立
子
教
青
に
お
け
る
制
服
も
洋
装
化
す
る
ま
で
に
幾
多
の
針
余
曲
折
が

姿
は
消
え
、

あ
っ
た
。
女
教
師
や
女
学
生
の
誇
着
用
は
明
治
五
年
東
京
女
学
校
の
開
設
時
に

「
女
子
従
前
ノ
友
服
一
一
テ
ハ
教
場
向
不
都
合
」
と
い
う
文
部
省
に
対
し
て
当
時
の

太
政
官
政
府
は
「
袴
ノ
ミ
著
用
致
サ
シ
ム
ベ
キ
コ
ト
」
と
指
令
し
た
(
『
お
茶
の
本

女
子
大
学
百
年
史
』
芸
∞
品
)
。
明
治
八
年

一
月
東
京
女
子
師
範
学
校
の
開
校
式

で
は
行
啓
の
「
皇
后
の
髪
は
お
す
べ
ら
か
し
、
:
:
:
美
し
く
重
な
っ
た
白
襟
の
卜

に
緋
ち
り
め
ん
の
き
も
の
、
緋
の
袴
、
そ
の
上
に
は
お
っ
た
う
ち
ぎ
は
黄
色
地
に

紅
で
技
菊
を
浮
き
織
り
に
し
た
も
の
、
緋
の
袴
の
課
か
ら
は
爪
先
の
と
が
っ
た
ハ

イ
ヒ

i
ル
が
の
ぞ
い
て
い
ま
し
た
。
:
:
:
:
と
き
色
の
こ
う
も
り
傘
を
開
き
、

そ

れ
を
か
ざ
し
た
ま
ミ
吸
わ
れ
る
よ
う
に
奥
へ
姿
を
消
し
ま
し
た
」
(
『
お
ん
な
一

a

代
の
記
』
℃
・

ω
斗
)
と
「
和
装
に
靴
」
の
と
り
合
わ
せ
が
こ
の
頃
の
風
俗
を
よ
く
物

語
っ
て
い
る
。
続
い
て
『
お
ん
な
三
代
の
一
記
』
に
よ
る
と
、
生
徒
は

「
お
し
き

せ
」
の
紺
の
あ
ら
い
た
て
縞
の
小
倉
袴
に
麻
裏
、
ぞ
う
り
、
袴
の
仕
立
て
は
マ
チ
を

ず
っ
と
抵
く
し
で
あ
っ
た
だ
け
で
あ
と
は
男
物
と
同
じ
だ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
後

東
京
女
子
部
範
学
校
で
は
明
治
一
一
一
年
中
村
校
長
の
退
在
後
に
来
ら
れ
た
福
羽
校

長
辻
復
吉
主
義
者
で
反
動
化
し
た
明
治
政
府
は
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「
き
の
う
ま
で
の

「
男
女
向
権
」

「
独
立
自
主
一
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
女
は
女
ら
し
く
」
と
き
り
か
え
ら
れ
、
『
西
再

立
志
篇
』
は
『
立
大
学
』
に
変
わ
り
、
生
徒
に
小
倉
袴
を
ぬ
が
せ
て
大
き
な
帯
を

し
よ
わ
せ
、
高
島
田
、
薄
化
粧
で
礼
式
の
け
い
こ
を
さ
せ
る
よ
う
に
な
り
、
創
立

当
時
の
趣
意
と
は
逆
の
五
向
に
揖
が
と
ら
れ
ま
し
た
」
(
人
工
右
『
お
ん
な
一
一
代
の

記
』
℃

-ug。
そ
の
後
明
治
一
八
年
一
一
月
か
ら
袴
と
靴
の
着
用
を
定
め
、
翌
年
洋

競
に
、
一
4

L

八
年
か
ら
和
装
へ
一
炭
る
と
い
う
目
ま
ぐ
る
し
き
で
あ
る
。
欧
化
主
義
が

後
退
し
反
動
的
に
国
粋
主
義
に
向
っ
た
。

学
校
に
お
け
る
洋
患
は
一
八
八
六
年
(
明
治
一
九
)
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校

の
教
師
、
学
生
に
採
用
さ
れ
た
。



一
九

O
O年
(
明
治
二
二
二
)
こ
の
年
開
校
さ
れ
た
東
京
府
立
第
三
局
女
に
入
学

し
た
姉
松
栄
に
つ
い
て
山
川
菊
栄
は

ま
し
た
。
鹿
鳴
館
時
代
の
洋
装
普
及
は
失
敗
に
終
り
、
次
の
時
期
に
は
反
動
的
な

国
粋
趣
味
が
流
行
し
た
も
の
の
、
た
て
矢
の
字
の
学
校
通
い
は
む
り
な
の
で
、
緋

「
こ
の
こ
ろ
か
ら
女
の
子
が
袴
や
靴
を
は
き

の
袴
を
改
良
し
た
あ
ん
ど
ん
袴
が
ま
ず
華
族
女
学
校
で
採
用
さ
れ
、

色
を
じ
み
に
し
た
え
び
茶
袴
が
民
間
で
用
い
ら
れ
、
:
:
:
:
:
:
一
般
に
普
及
し
た

つ
い
で
そ
の

四
年
ご
ろ
で
し
た
。
靴
は
ま
だ
珍
し
く
、
創
立
当
時
の
府
立
第

二
が
境
期
と
し
て
袴
と
と
も
に
靴
を
は
か
せ
た
の
が
最
初
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
」

の
は
明
治
三
二
一
、

(
『
お
ん
な
二
代
の
記
』
七

}
c
-
)

ま
ち

こ
の
頃
の
袴
は
カ
シ
ミ
ヤ
、
メ
リ
ン
ス
な
ど
の
行
燈
袴
(
捨
の
な
い
ス
カ
ー
ト

状
の
も
の
)
で
、
編
上
靴
を
は
き
、
束
髪
に
リ
ボ
ン
と
次
第
に
洋
装
の
部
分
を
身

に
つ
け
て
い
っ
た
。

「
小
学
校
の
男
の
先
生
の
中
で
洋
服
を
着
て
い
た
の
は
校
長
と
兵
隊
上
り
の
詰

襟
服
の
体
操
の
先
生
だ
け
。
あ
と
は
黒
い
も
め
ん
の
紋
付
志
織
に
小
倉
袴
、
紺
た

び
に
麻
裏
草
履
と
い
う
い
で
た
ち
。
女
の
先
生
も
紋
付
羽
織
に
丸
盤
、
お
太
鼓
あ

り
、
束
髪
に
袴
も
あ
る
と
い
う
ふ
う
で
し
た
二
(
全
右
七
三
N
)

拐
治
三
三
年
津

昌
梅
子
は
文
部
省
の
め
ざ
す
賢
母
良
妻
教
育
で
は
な
く
女
子
の
職
業
教
育
を
め
ざ

し
て
吉
宅
で
英
学
塾
(
私
塾
)
を
開
い
た
。
こ
の
後
、
姉
と
詩
じ
府
立
第
二
を
卒

業
後
、
山
川
菊
栄
は
こ
れ
も
姉
と
同
じ
津
田
英
学
塾
に
学
ぶ
の
で
あ
る
。

次
に
繊
維
業
界
に
目
を
向
け
る
と
、
明
治
二
九
年
郡
是
製
糸
(
京
都
)
、
同
東
京

瓦
斯
紡
績
・
富
士
紡
績
・
東
京
モ
ス
リ
ン
紡
織
設
立
と
相
次
ぎ
、
輸
入
綿
花
羊
も

の
関
税
免
除
の
実
施
、
ま
た

E
本
産
の
藍
栽
培
に
代
わ
り
イ
ン
ド
産
の
千
ン
ヂ
ィ

ゴ
の
輪
入
や
北
学
染
料
の
開
発
が
進
む
な
ど
繊
維
工
業
の
勃
興
期
に
あ
た
り
、
重

労
横
で
抵
賃
金
、
お
ま
け
に
糧
食
で
働
き
詰
め
と
い
う
紡
績
女
工
た
ち
は
明
治
西

「
髪
は
お
さ
げ
に
し
て
、
も
め
ん
縞
の
筒
袖
に
へ
こ
帯
、
か
ら
匪

を
出
し
て
足
袋
も
穿
か
な
い
(
ク
リ
ス
マ
ス
の
頃
)
」
。
(
『
お
ん
な
二
代
の
記
』

一
年
当
時
に
は

七
三
C
)

と
い
う
境
遇
の
も
と
で
明
治
末
期
か
ら
大
正
・
昭
和
初
期
に
か
け
て
の

我
国
資
本
主
義
の
形
成
期
を
担
う
の
で
あ
る
。

資
本
主
義
と
富
国
強
兵
と
い
う
二
大
政
策
に
よ
っ
て
お
し
進
め
ら
れ
た
我
冨
近

代
化
の
稿
神
は
、
明
治
末
期
か
ら
大
正
へ
と
受
け
継
が
れ
、
さ
ら
に
昭
和
初
期
に

か
け
て
発
援
を
遂
、
げ
る
こ
と
に
よ
り
近
代
田
家
の
基
盤
を
築
く
お
で
島
る
。
そ
れ

(

大

正

一

一

一

)

(

大

正

三

)

は
第
一
次
大
戦
(
一
九
一
四

1
一
九
一
八
)
と
ロ
シ
ア
革
命
(
一
九
一
七
)
と
い

う
世
界
の
二
大
出
来
事
に
よ
り
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
。
す
な
わ
ち
前
者
は

大
戦
後
の
経
済
好
況
は
我
国
の
経
済
に
大
飛
躍
を
も
た
ら
し
た
が
、
翌
々
年
の
大

正
九
年
に
は
早
く
も
恐
慌
、
が
は
じ
ま
り
、
物
価
高
騰
を
引
き
起
こ
し
急
激
に
国
民

生
活
が
悪
化
す
る
。
後
者
の
影
響
は
社
会
主
義
思
想
や
プ
ロ
レ
タ
ヲ
ア
階
級
の
拾

頭
で
あ
る
。
そ
し
て
先
に
述
べ
た
明
治
の
近
代
化
政
策
を
継
承
し
て
国
威
発
揚
を

外
国
に
働
き
か
け
る
一
方
、
国
内
で
は
帝
国
主
義
化
、
軍
国
主
義
北
、
資
本
主
義

一
九
二

O
年
(
大
正
九
)
五
月
日
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化
を
詑
止
し
よ
う
と
す
る
動
き
も
出
て
き
た
。

本
最
初
の
メ
ー
デ
ー
、
日
本
社
会
主
義
同
盟
結
成
、

日
本
共
産
党
結
成
、
我
冨
の
近
代
化
は
経
済
の
発
展
と
同
時
に
国
民
の
生
活
意
識

を
も
捉
す
結
果
と
な
り
、
米
騒
動
や
炭
鉱
の
暴
動
、
製
鉄
所
や
造
船
所
の
ス
ト
ラ

一
九
二
二
年
(
大
正
一

、'-.J

イ
キ
を
引
き
起
こ
し
、
そ
の
結
果
日
本
に
社
会
主
義
患
想
が
生
ま
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
文
学
の
土
で
も
一
九
二
四
年
(
大
正
一
三
)
社
会
主
義
文
学
「
文
芸
戦

線
」
創
刊
、
一
九
二
五
年
(
大
正
一
四
)
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
連
盟
結
成
、

大
正
五
年
「
婦
人
公
論
」
創
問
、
大
正
六
年
「
主
婦
の
友
」
鰐
刊
、
明
治
四
四
年

「
青
…
轄
」
は
大
正
五
年
終
刊
:
:
:
と
近
代
思
想
を
最
も
よ
く
吸
寂
し
た
時

代
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
時
代
の
到
来
で
あ
り
こ
れ
よ
り
婦
人

創
刊
の



解
放
運
動
も
活
発
化
す
る
。
大
正
五
年
六
月
「
友
愛
会
婦
人
部
(
最
初
の
労
働
組

合
婦
人
部
)
」
設
置
。
十
月
婦
人
矯
風
会
に
よ
る
飛
田
遊
廓
地
指
定
反
対
の
最
初

の
母
親
デ
モ
が
行
わ
れ
た
。

こ
こ
で
明
治
末
期
か
ら
大
正
・
昭
和
初
期
の
装
い
の
記
述
に
触
れ
て
お
き
た

い
。
女
性
の
服
装
に
覆
極
的
に
改
良
販
の
若
用
を
進
言
し
た
堺
有
利
立
与
を
「
改
良
部
服

に
編
上
げ
の
靴
で
日
曜
日
の
散
歩
に
連
れ
て
行
か
れ
た
。
八
つ
九
つ
(
明
治
四

四
1
四
五
頃
)
の
子
供
に
は
苦
痛
だ
っ
た
。
そ
ん
な
洋
服
を
着
て
靴
を
は
い
て
い
る

子
な
ん
て
無
か
っ
た
」
と
娘
の
真
柄
が
回
想
し
て
い
る
(
『
わ
た
し
の
回
想
』
(
上
)

℃・

N
N
!
N
S
。
大
正
九
年
の
夏
は
じ
め
て
洋
服
着
用
に
踏
み
切
っ
た
ら
い
て
う
は
、

ま
だ
洋
服
を
着
る
婦
人
の
ほ
と
ん
ど
見
か
け
ら
れ
な
い
時
八
万
で
し
た
が
、
裾

の
か
ら
む
着
物
で
、
幅
の
広
い
帯
を
し
め
て
の
真
夏
の
活
動
は
と
て
も
た

ま
っ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

再
び
女
学
校
時
代
の
袴
に
も

と
い
っ
て

ど
る
気
に
も
な
れ
ず
:
:
:
。
子
社
い
の
洋
服
が
よ
う
や
く
は
や
り
出
し
た
ば
か

り
の
時
代
で
す
か
る
、
立
た
ち
の
こ
の
洋
競
が
人
ヨ
に
は
何
と
映
っ
た
も
の

か
、
と
も
あ
れ
、
欝
く
に
は
ま
こ
と
に
快
適
で
、
能
率
的
で
、
そ
ん
な
こ
と

な
ど
気
に
か
け
て
は
い
ら
れ
な
い
の
で
し
た
。
(
『
わ
た
く
し
の
歩
い
た
道
』
)

と
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
も
次
第
に
時
代
の
近
代
化
と
共
に
少
し
ず
つ
洋
装
化
の

動
き
が
う
か
が
え
る
。
し
か
し
一
般
的
に
は
日
常
生
活
は
和
装
が
殆
ど
で
あ
っ
た

が
活
動
上
の
不
都
合
は
認
め
ら
れ
る
所
で
あ
る
。
櫓
の
な
い
行
燈
袴
の
着
用
や
挟

を
切
り
袖
を
小
さ
く
し
た
筒
植
な
ど
の
改
良
服
は
明
治
末
期
以
来
大
正
時
代
を
通

し
て
そ
の
必
要
を
説
か
れ
た
こ
と
で
島
り
、
第
一
次
大
戦
後
は
帯
な
ど
も
名
古
屋

帯
や
夏
帯
(
ひ
と
え
帯
)
、
反
物
と
し
て
は
モ
ス
リ
ン
や
銘
他
な
ど
が
普
及
し
、
昭

和
初
期
に
か
け
て
柄
も
大
き
く
明
る
い
色
彩
の
も
の
が
好
ま
れ
た
の
も
戦
勝
気
分

と
大
正
デ
モ
ク
ラ
イ
l
の
自
由
な
空
気
と
婦
人
解
放
の
気
運
が
高
ま
る
中
で
洋
競

に
よ
る
影
響
も
大
き
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

大
正
中
期
よ
り
昭
和
初
期
の
戦
間
期
(
一
九

O
i
一
九
三

O
)
は
あ
ら
ゆ
る

面
に
お
け
る
近
代
化
の
波
が
一
気
に
押
寄
せ
た
時
代
で
あ
っ
た
。
女
子
の
高
等
教

育
が
進
む
に
つ
れ
、
生
活
意
識
の
高
ま
り
と
共
に
女
性
の
社
会
的
地
泣
の
向
上
と

経
済
的
自
立
を
求
め
て
職
業
に
就
く
女
性
が
増
加
し
て
い
っ
た
c

第
一
次
大
戦
後

の
一
九
一

0
年
代
の
婦
人
会
運
動
で
は
女
子
の
補
吉
教
育
や
婦
人
会
活
動
を
通
し

て
の
生
活
改
善
や
報
装
改
善
に
お
け
る
洋
式
化
の
導
入
と
合
理
化
が
挙
げ
ら
れ
て

い
る
。
そ
こ
で
は
服
装
の
改
呉
服
や
婚
家
先
へ
の
嫁
入
支
度
や
外
孫
へ
の
支
度
の

簡
素
化
な
ど
が
論
議
さ
れ
、
関
西
方
面
か
ら
北
陸
(
富
山
を
先
頭
に
)
西
日
本
各

地
へ
と
広
ま
っ
て
い
っ
た
の
を
き
っ
か
け
に
一
九
二
五
年
(
大
正
一
四
)
以
後
の

大
会
で
は
婦
人
参
政
権
を
掲
げ
た
婦
選
運
動
へ
と
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ

i
の
一
翼
を

担
っ
た
。
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以
上
の
よ
う
な
婦
人
解
放
運
動
の
中
で
女
性
の
経
済
的
自
立
を
唱
え
た
与
語
野

晶
子
や
育
史
の
重
要
性
を
説
い
て
母
性
の
投
割
を
説
い
た
平
塚
ら
い
て
う
、
そ
し

て
山
別
菊
栄
は
こ
の
両
者
の
主
張
で
は
資
本
主
義
下
で
の
婦
人
問
題
の
根
本
的
解

決
と
は
な
ら
な
い
と
述
べ
て
マ
ル
ク
ス
主
義
婦
人
論
を
成
立
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

女
性
た
ち
は
こ
の
よ
う
な
近
代
思
潮
に
触
れ
な
が
ら
人
間
と
し
て
自
ざ
め
て
い
っ

た
の
で
あ
る
。

昭
和
初
期
に
は
学
校
の
制
服
は
そ
の
殆
ど
が
洋
患
と
な
り
、
職
業
婦
人
の
増
加

と
共
に
洋
服
も
普
及
し
て
い
っ
た
。
こ
の
頃
輸
入
さ
れ
た
「
制
服
の
処
女
」
「
巴
里

祭
」
「
会
議
は
踊
る
」
「
望
都
」
な
ど
大
ヒ
ッ
ト
し
た
洋
画
や
、
国
内
の
映
画
・
演

説
・
雑
誌
な
ど
も
洋
装
化
に
拍
車
を
か
け
た
。
「
モ
ダ
ン
ガ

i
ル
」
の
言
葉
が
流

行
す
る
の
も
こ
の
頃
で
あ
る
。
こ
の
活
動
的
な
洋
販
が
日
常
着
と
し
て
定
差
す
る

時
こ
そ
真
に
女
性
が
解
放
さ
れ
る
時
と
言
え
よ
う
。


